
シンポジウム概要 
【社会情報と情報メディア 〜図書館情報学を架橋に〜】 

 
本シンポジウムは社会情報学会と情報メディア学会の共催ということを前提に、双⽅の

分野の架橋となるであろう図書館情報学を交えながら、現在の学問の実際や社会の在り⽅
について検討する。両学会で鍵概念となっている「情報」と「メディア」と「地域」(社会)
との関係について議論することにしたい。その議論の過程で，情報の「意味」や「数値化」，
社会情報、情報メディア、図書館情報の学問の存在意義などについても取り上げていく。 

また、近年社会的に注⽬の集まる「地域参画」の観点も交えて、社会情報と情報メディア
の論点を打ち出していく。 
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(学際情報学)。専⾨はメディア研究、情報倫理。主な著書として、『未来技術の倫理』(勁草
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能・ロボット・サイボーグをめぐる倫理について検討している。また、未来における倫理的
創造性についても研究している。 
 


